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ブ
レ
ン
ダ
ン
・
ハ
ウ
リ
ン
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
経
済

再
生
・
公
共
支
出
改
革
大
臣
や
ア
ン
・
バ
リ
ン
ト
ン

大
使
ら
一
行
は
２
０
１
５
年
３
月
18
日
、
城
西
大
学

や
城
西
国
際
大
学
の
教
職
員
、
学
生
ら
が
出
迎
え
る

中
、
東
京
都
千
代
田
区
の
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ

ス
１
号
棟
を
訪
れ
、
ホ
ー
ル
で
調
印
式
に
臨
み
ま
し

た
。

　

学
校
法
人
城
西
大
学
は
、
ブ
レ
ン
ダ
ン
・
ハ
ウ
リ

ン
大
臣
な
ら
び
に
米
倉
弘
昌
前
日
本
経
団
連
会
長
立

会
の
も
と
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
リ
ム
リ
ッ
ク
大
学

（U
niversity of Lim

erick

）
と
学
術
交
流
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。
水
田
宗
子
理
事
長
の
歓
迎
の
挨
拶

と
リ
ム
リ
ッ
ク
大
学
の
国
際
交
流
の
責
任
者
で
あ
る

パ
ト
リ
シ
ア
・
オ
フ
ラ
ハ
テ
ィ
ー
博
士
の
御
礼
の
挨

拶
に
続
き
、
水
田
理
事
長
、
オ
フ
ラ
ハ
テ
ィ
ー
博

士
、
ハ
ウ
リ
ン
大
臣
、
米
倉
氏
が
サ
イ
ン
を
し
、
両

大
学
で
協
定
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
調
印
は
２
０
１
３
年
12
月
、
エ
ン
ダ
・
ケ

ニ
ー
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
首
相
が
来
日
さ
れ
た
折
に
、

米
倉
日
本
経
団
連
会
長
（
当
時
）
と
の
間
で
、
日
本

と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
同
で
人
材
育
成
を
行
い
ま
し
ょ

う
と
の
約
束
が
な
さ
れ
、
そ
れ
を
も
と
に
両
国
に
お

い
て
大
学
の
選
定
を
し
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
側
は
リ
ム

リ
ッ
ク
大
学
、
日
本
側
は
城
西
大
学
と
な
っ
た
も
の

で
す
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
も
あ
り
、
日
本
経
団
連
か

ら
金
原
主
幸
・
国
際
経
済
本
部
長
、
な
ら
び
に
大
使

館
か
ら
ア
ン
・
バ
リ
ン
ト
ン
駐
日
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
大

使
も
同
席
で
の
調
印
式
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
協

定
書
は
、
日
本
経
団
連
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
も
と
、

日
本
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
、
大
き
な
特
徴
で
す
。
本
学
に
と
っ
て

は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
大
学
と
は
初
め
て
の
協
定
締

結
と
な
り
ま
し
た
。
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国
際
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流
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講演するハウリン大臣

ハウリン大臣と学生たちの交流
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ア
イ
ル
ラ
ン
ド
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リ
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リ
ッ
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大
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と
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術
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流
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催
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０
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５
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学
校
法
人
城
西
大
学
は
10
月
１
日
、
フ
ラ
ン
ス
の

パ
リ
・
エ
ス
ト
・
ク
レ
テ
イ
ユ
大
学
（U

niversité 
Paris-Est Créteil V

al de M
arne, 

旧
パ
リ
第
12

大
学
）
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
本
学

は
中
期
目
標
に
お
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に

向
け
た
国
際
交
流
活
動
強
化
を
掲
げ
て
お
り
、
こ
れ

で
海
外
の
大
学
と
の
学
術
交
流
協
定
締
結
は
１
２
８

校
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
３
校
目

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

来
日
中
の
パ
リ
・
エ
ス
ト
・
ク
レ
テ
イ
ユ
大
学
の

国
際
交
流
の
責
任
者
で
あ
る
エ
リ
ッ
ク
・
ハ
ー
ツ

ラ
ー
氏
が
同
日
、
東
京
千
代
田
区
の
東
京
紀
尾
井
町

キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
棟
を
訪
れ
、
国
際
会
議
場
で
調
印

式
に
臨
み
ま
し
た
。
水
田
宗
子
理
事
長
の
歓
迎
の
挨

拶
と
ハ
ー
ツ
ラ
ー
氏
の
御
礼
の
挨
拶
に
続
き
、
両
大

学
の
紹
介
が
ビ
デ
オ
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
森
本

雍
憲
・
城
西
大
学
学
長
や
柳
澤
伯
夫
・
城
西
国
際
大

学
学
長
ら
幹
部
教
職
員
ら
の
挨
拶
の
後
、
水
田
理
事

長
と
ハ
ー
ツ
ラ
ー
氏
が
協
定
書
を
交
わ
し
ま
し
た
。

ハ
ー
ツ
ラ
ー
氏
は
２
日
に
は
城
西
国
際
大
の
千
葉
東

金
キ
ャ
ン
パ
ス
と
安
房
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
問
、
３
日

は
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
の
高
等
教
育
シ
ス
テ
ム
」

と
題
し
て
講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

パ
リ
・
エ
ス
ト
・
ク
レ
テ
イ
ユ
大
学
は
、
パ
リ
や

ク
レ
テ
イ
ユ
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
の
３
大
学
区
に
あ
る

13
の
国
立
大
学
（
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
パ
リ
大
学
と

言
う
）
の
一
つ
で
、
１
９
７
０
年
に
創
立
さ
れ
ま
し

た
。
医
学
や
国
際
関
係
、
法
学
、
文
学
、
語
学
、
経

済
な
ど
の
学
部
や
研
究
所
を
持
ち
、
約
３
万
人
の
学

生
が
学
ん
で
い
ま
す
。
毎
年
、
世
界
各
地
か
ら
約

３
千
人
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
本
学
と
も

学
生
の
交
流
の
ほ
か
、
研
究
成
果
の
情
報
交
換
な
ど

の
促
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

調
印
式
に
引
き
続
き
、
ハ
ウ
リ
ン
大
臣
に
よ
る
特

別
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
経

済
再
生
の
改
革
の
重
要
性
」
を
テ
ー
マ
に
約
30
分
に

わ
た
り
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ハ
ウ
リ
ン
大
臣
は

公
務
で
多
忙
な
中
、
多
く
の
学
生
の
質
問
に
熱
心
に

お
答
え
に
な
り
、
留
学
生
ら
と
歓
談
し
て
大
学
を
後

に
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
術
交
流
協
定
の
締
結
や
現
職
大
臣
の
講
演
会
を

き
っ
か
け
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
大
学
と
の
交
流
や

研
究
成
果
の
情
報
交
換
な
ど
一
層
の
促
進
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

※
リ
ム
リ
ッ
ク
大
学
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
リ
ム
リ
ッ

ク
市
に
あ
る
大
学
で
、
１
９
７
２
年
創
立
。
経

営
や
教
育
、
科
学
な
ど
６
学
部
が
あ
り
、
約

１
万
７
千
人
の
学
生
が
学
ん
で
い
ま
す
。
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
で
は
数
少
な
い
日
本
語
の
学
科
が
あ
る
大

学
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

協定書に調印したハーツラー氏（左）と水田理事長

講演するハーツラー氏

パ
リ
・
エ
ス
ト
・
ク
レ
テ
イ
ユ
大
学
と
学
術
交
流
協
定
締
結

日
時
：
２
０
１
４
年
10
月
１
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

　

２
０
１
４
年
11
月
13
日
、
チ
ェ
コ
共
和
国
の
ヤ

ン
・
ム
ラ
ー
デ
ク
産
業
貿
易
省
大
臣
が
東
京
紀
尾
井

町
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
問
さ
れ
、
講
演
と
学
生
た
ち
と

の
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ム
ラ
ー
デ
ク
大
臣
は
、

プ
ラ
ハ
経
済
大
学
（U

niversity of Econom
ics, 

Prague

）
で
経
済
学
、
カ
レ
ル
大
学
（Charles 

U
niversity in Prague

）
で
数
学
を
学
ば
れ
、
チ
ェ

コ
応
用
経
済
学
研
究
所
所
長
や
チ
ェ
コ
財
務
省
第

一
副
大
臣
、
チ
ェ
コ
農
業
省
大
臣
な
ど
を
歴
任
し
て

今
年
か
ら
産
業
貿
易
省
の
大
臣
を
務
め
て
お
ら
れ
ま

す
。

　

本
学
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
向
け
た
国

際
交
流
活
動
を
掲
げ
て
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
大
学

と
国
際
交
流
を
進
め
る
な
か
、
特
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
、
ス
ロ
バ
キ
ア
の
ヴ
ィ
シ
ェ

グ
ラ
ー
ド
４
か
国
（
Ｖ
４
）
を
構
成
す
る
中
欧
諸
国

の
大
学
に
関
し
て
、
学
生
交
流
お
よ
び
人
材
育
成
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
り

組
み
を
一
層
進
め
る
た
め
、
２
０
１
３
年
11
月
に
は

法
人
本
部
に
中
欧
研
究
所
を
設
け
ま
し
た
。

　

チ
ェ
コ
で
は
、
プ
ラ
ハ
経
済
大
学
や
カ
レ
ル
大

学
、
マ
サ
リ
ク
大
学
（M

asaryk U
niversity

）

の
３
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
、
経
営
す

る
城
西
国
際
大
学
で
昨
年
か
ら
、
ま
た
城
西
大
学

で
は
今
年
か
ら
チ
ェ
コ
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
来

日
し
た
ム
ラ
ー
デ
ク
大
臣
の
本
学
訪
問
が
実
現
し

ま
し
た
。

チ
ェ
コ
共
和
国
産
業
貿
易
省
大
臣
が
来
学
、講
演
を
開
催

日
時
：
２
０
１
４
年
11
月
13
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
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チ
ェ
コ
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
の
留
学
生
や
両
大
学

の
日
本
人
学
生
の
出
迎
え
を
受
け
た
ム
ラ
ー
デ
ク
大

臣
や
ト
マ
ー
シ
ュ
・
ド
ゥ
プ
駐
日
大
使
ら
一
行
は
、

水
田
宗
子
理
事
長
や
森
本
雍
憲
城
西
大
学
学
長
、
柳

澤
伯
夫
城
西
国
際
大
学
学
長
ら
大
学
関
係
者
と
お
会

い
に
な
り
ま
し
た
。
水
田
理
事
長
は
「
ご
多
忙
中
、

訪
問
い
た
だ
き
光
栄
に
思
い
ま
す
。
講
演
は
、
学
生

た
ち
が
チ
ェ
コ
の
状
況
を
学
ぶ
貴
重
な
経
験
と
な
り

ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ム
ラ
ー

デ
ク
大
臣
は
「
こ
う
し
た
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い

て
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

後
、
チ
ェ
コ
か
ら
の
３
人
の
留
学
生
と
、
今
年
、
城

西
大
学
の
職
員
と
な
っ
た
元
留
学
生
の
計
４
人
が
歓

迎
の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　

ム
ラ
ー
デ
ク
大
臣
は
「
チ
ェ
コ
共
和
国
と
日
本
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。
チ
ェ
コ
は
Ｅ
Ｕ

の
コ
ア
メ
ン
バ
ー
で
、
日
本
が
Ｅ
Ｕ
市
場
に
進
出
す

る
た
め
の
有
望
な
入
り
口
に
な
る
、
な
ど
と
強
調
さ

れ
ま
し
た
。
質
疑
応
答
で
は
、
留
学
生
と
大
学
院
生

か
ら
質
問
が
あ
り
、
ム
ラ
ー
デ
ク
大
臣
は
丁
寧
に
答

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
チ
ェ
コ
語
を
学
ぶ
城

西
国
際
大
学
国
際
人
文
学
部
国
際
交
流
学
科
２
年
、

増
本
稔
さ
ん
が
チ
ェ
コ
語
で
講
演
の
お
礼
を
ム
ラ
ー

デ
ク
大
臣
に
伝
え
る
と
、
ム
ラ
ー
デ
ク
大
臣
は
笑
顔

で
応
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
講
演
会
に
は
大
鷹
正

元
チ
ェ
コ
大
使
と
大
鷹
節
子
日
本
チ
ェ
コ
友
好
協
会

名
誉
会
長
の
ご
夫
妻
も
参
加
さ
れ
、
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
後
は
、
ム
ラ
ー
デ
ク
大
臣
の
強
い
希
望
で
学

生
と
の
交
流
の
場
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
制
約
で
約
20
分
と
い
う
短
い
時
間
で
し
た
が
、

チ
ェ
コ
語
を
学
ぶ
学
生
、
チ
ェ
コ
や
Ｖ
４
か
ら
の
約

30
人
の
留
学
生
ら
一
人
ひ
と
り
と
会
話
を
さ
れ
ま
し

た
。
学
生
や
教
職
員
の
拍
手
に
送
ら
れ
た
一
行
は
口
々

に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
て
本
学
を
後
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

ム
ラ
ー
デ
ク
大
臣
の
ご
訪
問
を
契
機
と
し
て
今

後
、
チ
ェ
コ
の
大
学
と
の
一
層
の
交
流
推
進
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

講演するムラーデク大臣

ムラーデク大臣と学生たちの交流

　

今
回
、
水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長
と
す
る
学
校
法
人

城
西
大
学
一
行
６
名
は
、
２
０
１
４
年
10
月
５
日
か
ら

11
日
の
日
程
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

主
な
訪
問
先
は
、
駐
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
公

邸
、
民
俗
博
物
館
、
瑞
暉
亭
、
カ
ロ
リ
ン
ス
カ
研
究

所
と
同
病
院
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
近
代
博
物
館
、
東

ア
ジ
ア
博
物
館
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
商
科
大
学
欧
州

日
本
研
究
所
、
ウ
プ
サ
ラ
大
学
で
す
。

　

前
駐
日
大
使
で
あ
る
ラ
ー
シ
ュ
・
ヴ
ァ
リ
エ
氏
に

各
所
の
ご
紹
介
な
ら
び
に
同
道
を
い
た
だ
き
、
森
元

誠
二
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
を
は
じ
め
、
瑞
日
協
会
会

長
カ
イ
・
フ
ォ
ー
ク
マ
ン
氏
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
商

科
大
学
欧
州
日
本
研
究
所
所
長
マ
リ
ー
・
ソ
ー
デ
ル

ベ
リ
教
授
、
ウ
プ
サ
ラ
大
学
エ
ヴ
ァ
・
オ
ー
ケ
ソ
ン

学
長
等
と
面
会
し
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
本
学
の
学
術

交
流
に
つ
い
て
大
き
な
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
訪
問
団
が
大
使
公
邸
を
お
訪
ね
し
て
い

る
と
き
に
ち
ょ
う
ど
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
の
発
表
が

な
さ
れ
、
大
使
、
瑞
日
協
会
理
事
の
み
な
さ
ん
と
と

も
に
日
本
人
の
受
賞
を
喜
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
各
大
学
、
研
究
所
と
の
交
流
の
進
展
を

は
か
り
、
な
ら
び
に
来
た
る
２
０
１
８
年
の
瑞
日
交

流
１
５
０
周
年
記
念
に
向
け
て
、
実
り
あ
る
活
動
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

在
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
日
本
国
大
使
公
邸
訪
問

　

２
０
１
４
年
10
月
７
日
、
在
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
日
本

大
使
公
邸
を
訪
問
し
ま
し
た
。
同
日
に
は
ノ
ー
ベ

ル
物
理
学
賞
の
発
表
が
行
わ
れ
、
森
元
誠
二
在
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
特
命
全
権
大
使
よ
り
日
本
人
の
受
賞
に

つ
い
て
速
報
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
く
栄
誉
に
授
か
り

ま
し
た
。
日
本
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
協
会
会
長
を
務
め
る

水
田
理
事
長
と
森
元
大
使
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
発
表
の
日

に
大
使
公
邸
で
お
会
い
す
る
記
念
す
べ
き
瞬
間
と
も

な
り
、
今
後
の
両
国
の
更
な
る
国
際
交
流
に
弾
み
を

つ
け
る
記
念
す
べ
き
日
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

も
日
本
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
協
会
で
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を

受
賞
さ
れ
た
日
本
人
に
は
名
誉
会
員
に
な
っ
て
い
た

だ
き
、
日
本
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
学
術
交
流
、
文
化

交
流
に
お
い
て
も
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、
両
国
の
更
な
る
交
流
活
動
が
期
待
で
き
る

日
と
な
り
ま
し
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
大
学
等
を
訪
問

日
時
：
２
０
１
４
年
10
月
５
日
〜
11
日

場
所
：
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国

森元大使と発表されたばかりのノーベル物理学賞受賞のプレスリリースを手に
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薬
局
は
医
療
用
医
薬
品
の
調
剤
が
で
き
、
一
般
用
医

薬
品
と
健
康
維
持
関
連
雑
貨
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
）
の
で
、
学
ぶ
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
学
東
洋
言
語
学
部

日
本
語
学
科
を
見
学

　

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
学
は
、
近
代
的
な
大
き
な
建

物
が
並
ぶ
メ
イ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
レ
ン
ガ
造
り
の
建

物
が
点
在
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
二
つ
か
ら
な
っ
て
い

ま
す
。
日
本
語
学
科
は
後
者
に
あ
り
、
約
１
５
０
名

の
学
生
が
日
本
語
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。
今
年
６
月

に
杉
林
教
授
が
訪
問
し
た
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
日
本
語

学
科
と
同
様
の
規
模
と
思
わ
れ
ま
す
。

東
ア
ジ
ア
博
物
館
に
てK

ai Falkm
an

氏

（
瑞
日
協
会
会
長
）と
面
会

　

湖
を
一
望
で
き
る
美
し
い
東
ア
ジ
ア
博
物
館
の

レ
ス
ト
ラ
ン
に
て
、
元
駐
日
公
使
で
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
俳
句
協
会
会
長
で
も
あ
る
瑞
日
協
会
会
長
の

Falkm
an

氏
を
お
目
に
か
か
り
ま
し
た
。
世
界
の

あ
ら
ゆ
る
文
学
、
そ
し
て
日
本
文
学
、
歴
史
に
大
変

造
詣
が
深
く
、
興
味
深
い
お
話
を
多
く
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
東
ア
ジ
ア
博
物
館
内
の

中
国
、
韓
国
、
日
本
の
展
示
エ
リ
ア
を
案
内
い
た
だ

き
、
続
い
て
、
現
代
美
術
が
展
示
さ
れ
た
近
代
博
物

館
も
案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
商
科
大
学
を
訪
問

　

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
内
に
あ
る
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

商
科
大
学
に
て
マ
リ
ー
・
ソ
ー
デ
ル
ベ
リ
教
授
を
訪

問
し
ま
し
た
。
ソ
ー
デ
ル
ベ
リ
教
授
は
、
欧
州
日
本

研
究
所
の
所
長
も
兼
ね
て
お
ら
れ
ま
す
。
今
回
の
訪

問
で
は
、
欧
州
日
本
研
究
所
の
オ
フ
ィ
ス
を
訪
問
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
商
科
大

学
は
、
１
９
０
９
年
に
創
立
さ
れ
た
歴
史
あ
る
単
科

大
学
で
、
国
際
経
済
分
野
で
有
名
な
ヘ
ク
シ
ャ
ー
＝

オ
リ
ー
ン
・
モ
デ
ル
の
両
氏
が
教
鞭
を
と
っ
た
大
学

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
ノ
ー
ベ
ル
経
済

学
賞
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
研
究
機
関
と
し
て

も
世
界
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

森
元
大
使
主
催
に
よ
る
昼
食
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
催

さ
れ
、
水
田
理
事
長
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
訪
問
に
あ

わ
せ
て
元
駐
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
の
ラ
ー
シ
ュ
・

ヴ
ァ
リ
エ
氏
、
元
参
事
官
の
カ
イ
・
レ
イ
ニ
ウ
ス
氏

を
は
じ
め
と
す
る
在
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
瑞
日
友
好
協

会
の
理
事
が
ご
参
集
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
２
０
１
８

年
に
瑞
日
交
流
１
５
０
年
を
迎
え
る
両
国
に
と
っ

て
、
今
後
の
文
化
、
若
い
世
代
で
の
文
化
、
学
術
交

流
な
ど
を
中
心
と
し
た
交
流
促
進
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
が
昼
食
会
を
通
し
て
活
発
に
行
わ
れ
、
今
後
の

関
係
を
ま
す
ま
す
深
化
さ
せ
る
べ
く
努
力
し
て
い
く

こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

民
俗
博
物
館
内
「
瑞
暉
亭
」
を
訪
問

　

瑞
暉
亭
と
は
、
１
９
３
５
年
日
瑞
協
会
会
長
で
あ
っ

た
藤
原
銀
次
郎
氏
に
よ
り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
立
民

俗
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
お
茶
室
が
、
１
９
６
９
年

に
焼
失
、
そ
の
後
、
１
９
８
９
年
に
日
本
の
製
紙
業

４
社
の
寄
付
に
よ
り
再
建
さ
れ
、
再
度
民
俗
博
物
館

に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。
今
回
、
水
田
理
事
長
が

日
本
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
協
会
会
長
に
な
ら
れ
た
こ
と
を

う
け
、
今
後
の
２
０
１
８
年
日
瑞
交
流
１
５
０
周
年

の
記
念
の
年
に
向
け
て
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
利
用
方

法
な
ど
を
考
え
る
た
め
に
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
民
俗
博
物
館
のLotten Gustafsson 

Renius

館
長
も
お
い
で
い
た
だ
き
、
日
本
エ
リ
ア

の
展
示
も
案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
前
日

本
人
会
会
長
の
小
牧
游
氏
、
日
本
人
会
会
長
金
子
葉

子
氏
の
案
内
に
よ
り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
裏
千
家
の
み

な
さ
ん
の
お
点
前
を
瑞
暉
亭
に
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
紅
葉
の
美
し
く
舞
い
し
き
る
中
で
の
お
茶
会

は
、
心
に
残
る
も
の
で
し
た
。
貴
重
な
お
茶
室
で
す

の
で
、
日
本
文
化
を
知
ら
せ
る
有
効
利
用
を
考
え
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
研
究
連
絡
セ
ン
タ
ー
を
訪
問

　

城
西
大
学
の
杉
林
堅
次
教
授
、
城
西
国
際
大
学
の
佐

野
智
子
准
教
授
が
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
研
究
連
絡
セ
ン
タ
ー
長
の
阿
久
津
秀

雄
先
生
（
大
阪
大
学
名
誉
教
授
）
に
面
会
し
ま
し
た
。

　

本
施
設
は
、
北
欧
５
か
国
お
よ
び
バ
ル
ト
３
国
と

日
本
と
の
学
術
交
流
支
援
機
関
で
す
。
当
日
は
ノ
ー

ベ
ル
化
学
賞
発
表
日
に
あ
た
っ
た
た
め
他
の
職
員
は

不
在
で
し
た
が
、
阿
久
津
所
長
自
ら
か
ら
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
研
究
連
絡
セ
ン
タ
ー
の
業
務
に
つ

い
て
丁
寧
に
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
本
と
の
研
究
交
流
だ
け
で
な
く
、
学
生
交
流
の

推
進
も
手
掛
け
て
い
ま
す
が
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
研
究
連
絡
セ
ン
タ
ー
で
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
へ
の

足
掛
か
り
が
ま
だ
で
き
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｕ
に
オ
ス
ロ
大
学
か
ら
毎
年
20
名
が
来
て
い
る

こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
研
究
連
絡

セ
ン
タ
ー
と
連
携
で
き
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

カ
ロ
リ
ン
ス
カ
研
究
所
お
よ
び
附
属
病
院
を
訪
問

　

カ
ロ
リ
ン
ス
カ
研
究
所
は
、
名
称
は
研
究
所
で
す
が

実
際
は
医
科
大
学
で
あ
り
、
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学

賞
の
選
考
委
員
会
の
設
置
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
世
界

最
大
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
代
表
す
る
研
究
機
関
に
ふ
さ
わ

し
い
レ
ン
ガ
造
り
の
美
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
入
口
に

は
ノ
ー
ベ
ル
記
念
館
が
あ
り
、
関
係
の
講
演
会
が
数
多

く
開
催
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
現
在
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
を
牽
引
す
る
医
大
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
ロ
リ
ン
ス
カ
研
究
所
附
属
病
院
も
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
玄
関
を
入
る
と
、総
合
受
付
が
あ
り
、

そ
の
後
ろ
に
は
、
明
る
い
レ
ス
ト
ラ
ン
（
カ
フ
ェ
テ
リ

ア
）
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
お
昼
時
に

伺
っ
た
た
め
、
多
く
の
方
が
食
事
を
と
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
病
院
内
の
コ
ン
ビ
ニ
も
明
る
く
、
日
本
の
病
院
一

階
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

門
前
薬
局
も
訪
問
し
ま
し
た
。
処
方
箋
の
受
付
部

分
と
調
剤
所
だ
け
で
な
く
、
一
般
用
医
薬
品
コ
ー

ナ
ー
と
化
粧
品
な
ど
が
置
か
れ
た
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

部
分
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
の
調
剤
薬
局
に
は
Ｏ
Ｔ

Ｃ
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
お
か
れ
て
い
ま
せ
ん
（
本
来
、

現代絵画を見学するフォークマン瑞日協会会長と理事長

ストックホルム商科大学欧州日本研究所にてミーティング
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し
た
。
そ
の
他
の
部
分
は
、
モ
ダ
ン
な
学
生
閲
覧
室
と

な
っ
て
お
り
、
多
く
の
学
生
が
出
入
り
し
て
い
ま
す
。

　

６
階
に
上
が
る
と
１
４
７
７
年
の
大
学
創
成
期
か

ら
集
め
ら
れ
た
美
し
い
マ
ウ
ン
ト
付
の
マ
ニ
ュ
ス
ク

リ
プ
ト
で
書
架
は
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
リ

ン
ネ
の
大
学
と
し
て
有
名
な
た
め
、
生
物
・
草
花
の

古
い
資
料
も
世
界
中
か
ら
多
く
集
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
水
田
理
事
長
が
、
チ
カ
ダ
賞
受
賞
者

で
あ
る
こ
と
を
寿
ぎ
、
特
別
に
ハ
リ
ー
・
マ
ー
テ
ィ

ン
ソ
ン
の
絵
、
手
紙
、
手
帳
な
ど
を
見
せ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
作
品
の

キ
ー
と
な
る
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
ん
だ
部
分
の
手
帳
も

あ
り
、
大
い
に
感
激
し
ま
し
た
。

ウ
プ
サ
ラ
大
学
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

ウ
プ
サ
ラ
大
学
文
学
部
長
のA

nn Ö
hrberg

教

授
、
文
学
部
のA

nna W
illiam

s

教
授
、
そ
し
て

Erika D
abhilkar

国
際
交
流
課
課
長
の
同
席
の
も

と
、
両
大
学
の
具
体
的
な
交
流
に
つ
い
て
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
当
方
よ
り
マ
イ
・
ゼ
ッ
タ
リ
ン
グ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
ラ
ウ
ル
・
ワ
レ
ン
ベ
リ
記
念
の
植
樹
式
、

ヴ
ァ
リ
エ
前
大
使
の
ご
講
演
、
チ
カ
ダ
賞
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
な
ど
こ
れ
ま
で
の
本
学
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
関

わ
り
な
ど
を
紹
介
し
、
相
互
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

先
方
か
ら
は
、
日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
影
響

に
よ
り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
日
本
語
を
学
び
た
い
学

生
は
多
い
と
い
う
お
話
を
伺
い
、
本
学
に
お
け
る
優
れ

た
日
本
語
教
育
と
交
換
留
学
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。
同
時
に
、
本
学
に
は
メ
デ
ィ
ア
学
部
や
国
際
人
文

学
部
が
あ
り
、
日
本
文
化
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
や
英
語
だ
け
で
単
位
修
得
が
可
能
な

Global College 
に
つ
い
て
も
紹
介
を
し
ま
し
た
。

　

ウ
プ
サ
ラ
大
学
か
ら
は
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
問
い
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で

オ
ス
ロ
大
学
に
お
い
て
日
本
語
教
授
法
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
伝
え
、
お

お
い
に
興
味
を
示
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
田
理
事
長
よ
り
学
生
交
流
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
語
の
ク
ラ
ス
、
教
員
の
派
遣
に
つ
い
て
の
提
案

も
な
さ
れ
、
今
後
の
交
流
が
楽
し
み
で
す
。

ウ
プ
サ
ラ
大
学
附
属
病
院
を
訪
問

　

病
院
に
入
る
と
、
カ
ロ
リ
ン
ス
カ
病
院
同
様
、
明

る
い
雰
囲
気
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
と
コ
ン
ビ
ニ
が
あ

り
、
多
く
の
人
び
と
が
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

　

病
棟
に
つ
い
て
、M

ikael K
öhler

循
環
器
科
部

長
に
ご
案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
。
救
急
病
棟
、
リ
ウ

マ
チ
病
棟
、
腎
臓
内
科
病
棟
を
見
学
し
ま
し
た
。
特

に
救
急
病
棟
で
は
、
廊
下
と
病
室
の
間
が
カ
ー
テ
ン

だ
け
に
な
っ
て
お
り
、
医
療
職
が
患
者
を
診
や
す
く

す
る
配
置
が
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

　

こ
の
後
、
セ
ミ
ナ
ー
室
で
全
体
説
明
を
受
け
、
建

物
ご
と
に
診
療
科
が
違
う
こ
と
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

病
院
は
形
成
外
科
治
療
が
特
に
優
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
終
了
後
、
保
険
制
度
の
違

い
な
ど
に
関
連
し
て
日
本
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
医
療

費
、
医
療
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
違
い
に
つ
い
て
質
疑
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ソ
ー
デ
ル
ベ
リ
教
授
と
の
面
会
に
お
い
て
は
、
Ｅ

Ｕ
に
お
け
る
欧
州
日
本
研
究
所
の
役
割
や
近
年
の
日

本
経
済
社
会
に
つ
い
て
等
、
広
範
に
わ
た
っ
て
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
水
田
理
事
長
か
ら
は
、
日

本
社
会
に
お
け
る
女
性
の
社
会
進
出
の
課
題
や
家
族

内
に
お
け
る
女
性
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
さ

れ
、
ソ
ー
デ
ル
ベ
リ
教
授
か
ら
は
、
社
会
的
に
は
女

性
の
社
会
進
出
が
進
ん
だ
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
い
て

も
、
い
ま
だ
企
業
内
で
は
女
性
の
企
業
役
員
へ
の
登

用
が
少
な
い
事
例
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
学
校
法
人
城
西
大
学
と
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

商
科
大
学
の
交
流
を
進
め
る
べ
く
、
大
学
間
交
流
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
継
続
的
に
話
し
合
い
を

重
ね
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
城
西
大
学
と
城

西
国
際
大
学
に
は
経
済
・
経
営
領
域
の
学
部
が
３
学

部
も
あ
り
、
多
く
の
学
生
と
教
員
を
有
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
商
科
大
学
と
の

学
術
交
流
を
具
体
的
に
話
し
合
い
推
進
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
て
訪
問
を
終
え
ま
し
た
。

ウ
プ
サ
ラ
大
学
を
訪
問

　

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
北
70
㎞
に
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
第
４
の
都
市
ウ
プ
サ
ラ
（
人
口
20
万
強
）
に
向
か

い
、
ウ
プ
サ
ラ
大
学
を
訪
問
し
ま
し
た
。
同
大
学

は
１
４
７
７
年
創
設
で
、
神
、
法
、
医
、
薬
、
科
、

言
、
教
、
社
、
芸
の
９
学
部
、
学
生
数
４
万
人
を
超

え
る
北
欧
最
古
の
大
学
で
す
。

　

エ
ヴ
ァ
・
オ
ー
ケ
ソ
ン
学
長
に
〝
リ
ン
ネ
の
間
〟
で

面
会
し
、
本
学
を
紹
介
、
両
大
学
間
の
交
流
の
可
能
性

に
つ
い
て
懇
談
し
ま
し
た
。
女
性
の
ト
ッ
プ
同
士
で
も

あ
り
、
女
性
学
の
分
野
や
社
会
に
お
け
る
女
性
の
活
躍

に
つ
い
て
、
日
本
で
の
近
年
の
進
展
に
強
い
関
心
を
示

さ
れ
、
医
療
・
福
祉
分
野
や
語
学
・
芸
術
分
野
等
で
の

教
員
・
学
生
の
交
流
な
ど
、
担
当
者
を
交
え
た
ラ
ン
チ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
の
懇
談
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

ウ
プ
サ
ラ
大
学
図
書
館
を
見
学

　

北
欧
最
古
の
大
学
に
は
、
12
の
図
書
館
が
あ
り
ま
す

が
、
今
回
は
メ
イ
ン
の
最
も
古
い
図
書
館
エ
リ
ア
を
ご

案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
。
建
物
の
１
階
の
一
部
に
博

物
館
が
設
置
さ
れ
、
銀
製
の
聖
書
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

魔
笛
の
楽
譜
な
ど
貴
重
な
も
の
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

ウプサラ大学学長とリンネの部屋でヴァリエ前スウェーデン大使とともに

ウプサラ大学貴重本ライブラリにてハリー・マーティンソンの手稿を手に

ウプサラ大学附属病院にて
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マ
レ
ー
シ
ア
Ｍ
Ｓ
Ｕ
よ
り
水
田
理
事
長
に

名
誉
博
士
号
授
与

　

水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長
と
す
る
学
校
法
人
城

西
大
学
一
行
《
北
村
幸
久
（
理
事
長
室
室
長
）、
石

田
益
実
（
副
学
長
・
観
光
各
部
教
授
）、
杉
林
堅
次

（
大
学
副
学
長
・
薬
学
部
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
）、
川

野
有
佳
（
准
教
授
、
国
際
交
流
学
科
）、
ス
ミ
ス
・

ジ
ョ
ー
ダ
ン
（
准
教
授
、
国
際
文
化
学
科
）、
ロ
メ

イ
ン
・
ド
ゥ
シ
ェ
ー
ン
（
助
教
、
メ
デ
ィ
ア
学
部
）》

は
、
２
０
１
５
年
１
月
23
日
か
ら
31
日
の
日
程
で
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
24
日
、
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン

プ
ー
ル
郊
外
のShah A

lam

に
あ
る
姉
妹
校
の

M
anagem

ent and Science U
niversity

（
Ｍ
Ｓ

Ｕ
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。
水
田
理
事
長
は
、
長
年
の

研
究
業
績
・
女
性
の
地
位
向
上
に
対
す
る
取
り
組

み
が
評
価
さ
れ
、
同
大
学
か
ら
名
誉
博
士
号
を
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
そ
の
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
水
田
理
事
長
に
は
、
同
大
学
の
理
事
長
で
も
あ

るRaja Perm
aisuri A

gong T
uanku H

A
JJA

H
 

H
am

inah
王
妃
陛
下
か
ら
名
誉
博
士
号
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

水
田
理
事
長
は
「
Ｍ
Ｓ
Ｕ
と
城
西
大
学
・
城
西
国

際
大
学
は
、
経
済
、
経
営
、
観
光
を
中
心
と
し
た
実

務
に
即
し
た
文
系
社
会
学
部
と
健
康
・
医
療
系
を
中

心
と
し
た
医
療
・
理
系
学
部
が
総
合
的
に
構
成
さ
れ

て
お
り
、
教
育
目
標
が
非
常
に
近
い
も
の
で
し
た
。

Ｍ
Ｓ
Ｕ
と
城
西
は
お
互
い
に
協
力
し
合
っ
て
、
マ

レ
ー
シ
ア
・
日
本
、
ア
ジ
ア
、
そ
し
て
世
界
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
っ
て
、
社
会
を
牽
引
す
る
人
材
を
育
成
し

て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
交
流
が
始
ま
り

ま
し
た
。
学
生
交
流
は
、
２
０
１
２
年
度
か
ら
始
ま

り
、
本
学
か
ら
の
べ
65
名
の
学
生
が
、
貴
学
で
学
ん

で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｍ
Ｓ
Ｕ
か
ら
本
学
へ
は
の

べ
34
名
の
学
生
が
き
て
お
り
、
現
在
12
名
の
学
生

た
ち
が
、
薬
学
部
に
お
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
名
誉
博
士
号
が
、
私
に
と
っ
て
き
わ
め
て
名
誉

な
こ
と
で
あ
り
、
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
日
か

ら
、
私
は
、
Ｍ
Ｓ
Ｕ
の
メ
ン
バ
ー
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
今
後
、
両
学
の
交
流
を
さ
ら
に
推
進
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
ま
す
」
と
受
賞
の
喜
び
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
元
首
相
に
本
学
で
の
講
演
を
依
頼

　

25
日
に
は
、
水
田
理
事
長
ら
は
、
首
相
を
22
年
間

も
つ
と
め
た
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
・
ビ
ン
・
モ
ハ
マ
ド
氏

の
自
宅
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
同
氏
は
、
首
相
時

代
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
地
域
の
活
性
化
に
活
躍
、
日
本
の

経
済
成
長
を
見
習
お
う
と
い
う
「
ル
ッ
ク
イ
ー
ス
ト

政
策
」
を
推
し
進
め
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
国
力
を
飛
躍

的
に
増
大
さ
せ
た
方
で
す
。

　

学
校
法
人
城
西
大
学
は
、
水
田
三
喜
男
・
元
蔵
相
が

１
９
６
５
年
に
創
立
し
て
以
来
今
年
で
50
周
年
を
迎
え

ま
す
。
そ
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
内
外
か
ら

世
界
的
に
影
響
力
の
あ
る
方
、
優
れ
た
研
究
業
績
を

残
さ
れ
た
方
、
20
世
紀
後
半
の
社
会
文
化
の
発
展
に

素
晴
ら
し
い
業
績
を
残
さ
れ
た
方
な
ど
を
お
招
き
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
養
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
水
田
三
喜
男
記
念
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ
ク
チ
ャ
ー
」

シ
リ
ー
ズ
を
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
席
上
、

水
田
理
事
長
は
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
氏
に
そ
の
出
席
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
氏
は
、
本
学
で
の
講

演
を
お
引
き
受
け
下
さ
る
、
と
の
こ
と
で
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
の
４
大
学
と
調
印

　

こ
の
後
一
行
は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
向
か
い
ま
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
の
訪
問
目
的
は
、
四
つ
の
大
学
と
の
学
術

交
流
協
定
締
結
と
高
校
生
ら
若
い
世
代
に
日
本
、
本

学
の
魅
力
を
紹
介
し
、「
日
本
に
学
ぶ
」
意
義
に
つ

い
て
説
明
す
る
こ
と
で
し
た
。

　

最
初
の
訪
問
地
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
で
は
ホ
ー
チ
ミ
ン

市
交
通
大
学
（H

o Chi M
inh City U

niversity 
of T

ransport

）、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
技
術
師
範
大
学

（H
o Chi M

inh City U
niversity of T

echnology 
and Education

）、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
工
業
大
学
（H

o 
Chi M

inh City U
niversity of T

echnology, 
H

U
T

ECH

）
の
３
大
学
、
ハ
ノ
イ
で
は
ベ
ト
ナ
ム

屈
指
の
大
学
で
あ
る
貿
易
大
学
（Foreign T

rade 
U

niversity

）
を
訪
問
し
ま
し
た
。

学
校
法
人
城
西
大
学
一
行
が
マ
レ
ー
シ
ア
、ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問

日
時
：
２
０
１
５
年
1
月
23
日
～
31
日

場
所
：M

anagem
ent and Science U

niversity, 

マ
レ
ー
シ
ア
、

	
H

o Chi M
inh City U

niversity of T
ransport, H

o Chi M
inh 

City U
niversity of T

echnology and Education, H
o Chi 

M
inh City U

niversity of T
echnology, and Foreign T

rade 
U

niversity, 

ベ
ト
ナ
ム

王妃より名誉博士号を授与される水田理事長

マハティール氏宅で

ホーチミン市交通大学で調印式
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水
田
理
事
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
長
と
の
間
で

学
術
交
流
・
交
換
留
学
に
つ
い
て
協
定
書
を
交
わ

し
ま
し
た
。
各
大
学
か
ら
は
「
日
本
語
教
師
を
派

遣
し
て
ほ
し
い
」、「
城
西
か
ら
短
期
留
学
生
を
受

け
入
れ
る
と
と
も
に
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
も
留
学
生

を
送
り
出
し
た
い
」
な
ど
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

高
校
な
ら
び
に

ト
イ
チ
ェ
新
聞
社
訪
問

　

ま
た
、
一
行
は
滞
在
中
、
現
地
の
高
校
や
日
本

語
学
校
、
新
聞
社
を
訪
問
し
ま
し
た
。
ホ
ー
チ
ミ

ン
市
で
はN

goi Sao 

高
校
、Le Q

uy D
on 

高
校

の
ほ
か
東
遊
日
本
語
学
校
（D

ongdu Japanese 
Language School

）
を
訪
問
。
ま
た
、
ハ
ノ
イ

で
はV

iet D
uc 

高
校
、Gin Binh 

第
一
高
校
、

Luong T
ai 

第
一
高
校
、K

y T
huat V

iat T
ri 

高

校
な
ど
６
校
と
日
本
語
学
校
の A

kira Language 
Education

、
タ
ン
ロ
ン
技
術
学
院
に
も
出
向
き
ま

し
た
。
い
く
つ
か
の
高
校
で
は
約
５
０
０
人
の
生
徒

が
集
ま
り
、
城
西
一
行
の
説
明
を
熱
心
に
聞
い
て
い

ま
し
た
。

HUTECH との調印式

貿易大学学長と

深
田
大
使
、
中
嶋
総
領
事
訪
問

　

ベ
ト
ナ
ム
滞
在
中
、
水
田
理
事
長
一
行
は
、
日
本
の

海
外
公
館
も
訪
問
し
ま
し
た
。
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
で
は
中

嶋
敏
・
総
領
事
、
ハ
ノ
イ
で
は
深
田
博
史
・
特
命
全
権

大
使
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
深
田
大
使
は
「
ベ
ト
ナ

ム
か
ら
日
本
に
留
学
す
る
若
者
が
急
激
に
増
え
て
お
り
、

現
在
、８
千
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。
私
も
で
き
る
限
り
、

城
西
と
ベ
ト
ナ
ム
の
若
い
人
た
ち
の
交
流
を
支
援
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ー
チ
ミ

ン
市
で
は
、
最
大
部
数
を
誇
る
ト
イ
チ
ェ
（Tuoitre

）

新
聞
が
水
田
理
事
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。 深田ベトナム大使訪問

Gia Binh 第一高校での説明会

　

わ
が
国
初
の
当
該
地
域
に
関
す
る
研
究
機
関
と
し
て

２
０
１
３
年
設
立
さ
れ
た
学
校
法
人
城
西
大
学
中
欧
研

究
所
に
、
こ
の
ほ
ど
、
私
た
ち
の
活
動
を
さ
ら
に
強
化

す
る
二
人
の
教
員
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
来
日
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
３
年
11
月
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
オ
ル
バ
ー
ン

首
相
が
来
学
さ
れ
た
際
、
本
学
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の

友
好
関
係
の
促
進
の
た
め
、
二
人
の
教
員
の
派
遣
を

約
束
、
日
本
の
大
学
に
は
初
め
て
の
教
員
派
遣
と
な

り
ま
す
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
材
省
か
ら
の
派
遣
に
よ

り
、
中
欧
研
究
所
が
受
け
入
れ
機
関
と
な
り
ま
す
。

10
月
か
ら
半
年
間
、
研
究
と
学
部
・
大
学
院
の
教

育
・
研
究
に
取
り
組
ま
れ
ま
す
。

中
欧
研
究
所
新
任
派
遣
研
究
員
が
着
任

日
時
：
２
０
１
４
年
10
月
１
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

ホーチミン市技術師範大学にて記念撮影
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プ
レ
プ
ク
・
ア
ニ
コ
先
生
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
東
部
、

第
二
の
都
市
デ
ブ
レ
ツ
ェ
ン
に
あ
る
デ
ブ
レ
ツ
ェ
ン

大
学
人
文
学
部
の
准
教
授
で
、
専
攻
は
歴
史
学
で

す
。
す
で
に
、
著
書
の
日
本
語
訳
『
ロ
シ
ア
・
中
東

欧
ユ
ダ
ヤ
民
族
史
』（
彩
流
社
、
２
０
０
４
年
）
が

あ
り
、
中
東
欧
地
域
の
ユ
ダ
ヤ
史
の
専
門
家
で
す
。

最
近
の
関
心
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
第
二
次
世

界
大
戦
期
の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
問
題
で
す
。

　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
・
ア
ン
ド
レ
ア
先
生
は
ハ
ン
ガ
リ
ー

南
西
部
の
都
市
ペ
ー
チ
に
あ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
最
古
の

ペ
ー
チ
大
学
人
文
学
部
の
助
教
で
、
専
攻
は
国
際
関

係
論
で
す
。
Ｖ
４
諸
国
（
チ
ェ
コ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ス
ロ
バ
キ
ア
）
関
係
の
専
門
家
で
、

Ｖ
４
諸
国
の
大
学
院
文
学
修
士
レ
ベ
ル
の
共
通
プ
ロ

グ
ラ
ム
作
成
の
た
め
に
奔
走
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
際

化
を
進
め
る
本
学
に
と
っ
て
、
大
学
間
協
力
の
実
務

の
貴
重
な
話
も
聞
け
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
９
月
に
は
ボ
シ
ュ
テ
ィ
ア
ン
・
ベ
ル

タ
ラ
ニ
ッ
チ
先
生
が
城
西
大
学
・
現
代
政
策
学
部
准

教
授
と
し
て
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
中
欧
の
ス
ロ
ヴ
ェ

ニ
ア
の
出
身
で
、
専
攻
は
国
際
関
係
論
で
す
。
国
連

と
日
本
外
交
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
に
日
本
に
連
れ

ら
れ
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
出
身
者
捕
虜
の
問
題
を

研
究
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
先
生
を
新
た
な
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
中

欧
研
究
所
は
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
学
術
雑
誌
の
発

行
と
と
も
に
、
学
生
や
院
生
、
さ
ら
に
は
学
外
に
対

し
て
も
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

城
西
国
際
大
学
経
営
情
報
学
部
で
は
、
授
業
の

一
環
と
し
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
ロ
ン
グ

ビ
ー
チ
校
（California State U

niversity, Long 
Beach, CSU

LB

）
へ
留
学
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
経
営
情
報
学
部

生
の
た
め
に
準
備
し
た
特
別
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

り
、
学
生
た
ち
は
、
海
外
で
語
学
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
総

合
的
に
学
び
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
発
想
や
行
動
力
を

養
っ
て
い
き
ま
す
。
国
際
大
学
だ
か
ら
こ
そ
可
能
に

な
る
、
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

２
０
１
４
年
９
月
早
々
に
募
集
を
開
始
、
多
数
の

学
生
が
説
明
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
留
学
手
続
き
、

ビ
ザ
申
請
書
類
の
準
備
、
大
使
館
で
の
面
接
、
出
発

す
る
ま
で
の
手
続
き
は
、
学
生
た
ち
に
と
っ
て
初
め

て
の
体
験
、
海
外
で
勉
強
す
る
た
め
の
多
く
の
ス

テ
ッ
プ
を
学
び
ま
し
た
。

　

最
終
的
に
42
名
の
学
生
が
第
１
期
生
と
し
て
派
遣

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
留
学
期
間
は
約
７
週

間
、
英
語
を
レ
ベ
ル
別
コ
ー
ス
で
学
び
、
ビ
ジ
ネ

ス
・
ス
ポ
ー
ツ
関
連
の
特
別
ク
ラ
ス
で
専
門
性
を
高

め
、
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
を
体
験
し
、
外

国
の
地
か
ら
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
考
え
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
目
指
す
学
生
の

勉
学
意
欲
を
奨
励
し
て
、
経
営
情
報
学
部
独
自
の
奨

学
金
が
授
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
17
日
、
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い

て
、
水
田
宗
子
理
事
長
よ
り
留
学
派
遣
学
生
代
表
４

名
に
奨
学
金
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
立
大
学
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
校
で
の
授
業
料
相
当
額

を
奨
学
金
と
し
て
授
与
し
た
学
生
を
代
表
し
て
、
経

営
情
報
学
部
４
年
藤
本
さ
ん
が
「
自
己
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
計
画
を
も
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
し
て
必

要
な
能
力
を
身
に
付
け
る
た
め
に
ア
メ
リ
カ
で
の
勉

学
に
励
み
、
帰
国
後
も
グ
ロ
ー
バ
ル
カ
レ
ッ
ジ
に
よ

り
自
己
研
鑽
し
て
い
き
ま
す
」
と
力
強
い
抱
負
を
述

べ
ま
し
た
。

●
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
留
学
生
に
よ
る
報
告
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://csulbjiu.blogspot.jp/

「
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
ス
タ
ー
ト

日
時
：
２
０
１
４
年
10
月
18
日
～
12
月
8
日

場
所
：
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
校
、ア
メ
リ
カ
合
衆
国

東金キャンパスでの準備説明会（９月 26 日）

　

２
０
１
４
年
12
月
２
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学

（
水
田
宗
子
理
事
長
）
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

の
ホ
ー
ル
で
ル
ー
マ
ニ
ア
の
「
テ
オ
ト
コ
ス
少
年
少

女
合
唱
団
」
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

同
合
唱
団
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
ト
ラ
ン
シ
ル
バ
ニ

ア
地
方
、
ア
ル
バ
ユ
リ
ア
市
に
あ
る
マ
エ
リ
・
ル
ー

マ
ニ
ア
正
教
会
所
属
の
聖
歌
隊
が
主
体
と
な
っ
て
お

り
、
11
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
37
人
が
メ
ン
バ
ー
で

す
。
ル
ー
マ
ニ
ア
の
文
化
大
使
と
し
て
今
回
、
初
来

日
し
ま
し
た
。
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア

大
使
館
、
日
本
・
ル
ー
マ
ニ
ア
協
会
の
後
援
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
に
先
立
ち
、
ラ
ド
ゥ
・
シ
ェ
ル
バ
ン

駐
日
ル
ー
マ
ニ
ア
大
使
が
「
歌
の
中
に
彼
ら
の
信
仰

心
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
天
使
の
歌
声
を

想
像
さ
せ
ま
す
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
合
唱
団
は

ル
ー
マ
ニ
ア
の
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ロ
ル
や
イ
ン
タ
ー

JO
SA

I K
IO

I CLU
B

 2014 「
テ
オ
ト
コ
ス（
主
の
母
マ
リ
ア
）

少
年
少
女
合
唱
団
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」を
開
催

日
時
：
２
０
１
４
年
12
月
２
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

左からシュミット・アンドレア先生，プレプク・アニコ先生
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ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
の
ほ
か
、「
赤

と
ん
ぼ
」
や
「
花
は
咲
く
」
な
ど
約
20
曲
を
清
ら
か

な
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
披
露
し
ま
し
た
。
森
本
雍
憲
・
城

西
大
学
学
長
ら
教
職
員
、
日
本
・
ル
ー
マ
ニ
ア
協
会

の
関
係
者
、
キ
ャ
ン
パ
ス
近
隣
の
方
々
、
エ
ク
ス
テ

ン
シ
ョ
ン
受
講
者
の
皆
さ
ん
な
ど
ホ
ー
ル
を
埋
め
た

約
１
６
０
人
か
ら
盛
ん
な
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
後
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
挨
拶
で
、
日

本
・
ル
ー
マ
ニ
ア
協
会
の
猪
谷
晶
子
理
事
長
は
「
水

田
理
事
長
は
じ
め
城
西
大
学
の
皆
さ
ま
に
お
世
話
に

な
り
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
設
け
て
い
た
だ
き
感
謝

い
た
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
中
に
将
来
、
城
西
大

学
に
留
学
す
る
子
が
い
て
く
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

挨拶するシェルバン大使

　
「
エ
ヴ
ァ
・
ヴ
ァ
リ
エ Fibers &

 Fragm
ents 

Selected W
orks 1998-2014

」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
が
2
月
17
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
展
覧
会

に
先
立
ち
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
水
田
理
事
長

よ
り
、「
水
田
美
術
館
で
エ
ヴ
ァ
展
を
開
催
で
き
る

こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
作
家
の
感
性
が
溶
け
込

ん
だ
作
品
を
ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。」
と
ご
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
工
芸
作
家
エ
ヴ
ァ
氏
よ
り
、

「
こ
の
美
術
館
で
展
覧
会
を
行
う
こ
と
が
で
き
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

展
覧
会
は
、
3
月
14
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
日

本
の
謡
本
を
用
い
た
作
品
を
含
め
、
１
９
９
８
年
か

ら
２
０
１
４
年
ま
で
に
制
作
さ
れ
た
作
品
を
紹
介
し

ま
す
。
裂
か
れ
撚
ら
れ
て
線
や
断
片
と
な
っ
た
繊
維

が
、
あ
ら
た
な
意
味
と
形
を
持
っ
て
立
ち
現
れ
る
エ

ヴ
ァ
・
ヴ
ァ
リ
エ
氏
の
作
品
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

「
エ
ヴ
ァ
・
ヴ
ァ
リ
エ Fibers &

 Fragm
ents Selected

 W
orks 1998-2014

」
展
覧
会
を
開
催

日
時
：
２
０
１
５
年
2
月
17
日

場
所
：
城
西
大
学
水
田
美
術
館

水田理事長、エヴァ氏、ご来賓の方によるテープカット

　

２
０
１
５
年
３
月
31
日
、
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
の

ミ
コ
ラ
ス
・
ロ
メ
リ
ス
大
学
（M

ykolas Rom
eris 

U
niversity

）
の
イ
ン
ガ
・
ザ
レ
ー
ニ
ェ
ー
ネ
ー
副

学
長
が
今
後
の
国
際
交
流
推
進
の
打
ち
合
わ
せ
に
ご

来
学
さ
れ
、
４
月
２
日
に
は
城
西
国
際
大
学
の
入
学

式
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
学
と
ミ
コ
ラ
ス
・
ロ
メ
リ
ス
大
学
と
は
２
０
１
３

年
12
月
に
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
基
づ
き
、
本
学
は
、
同
大
学
が
主
体
と
な
り
欧
亜
８

か
国
の
大
学
で
組
成
し
た
、
高
等
教
育
機
関
と
企
業

が
連
帯
し
社
会
的
な
技
術
革
新
を
通
じ
て
安
心
快
適
で

一
人
ひ
と
り
を
包
摂
す
る
社
会
の
創
造
を
目
指
す
こ
と

を
目
指
し
た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
あ
る
、Know

ledge 
Consortium

 Social T
echnologies for Sm

art and 
Inclusive Society

（SOCTECH

）
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
ご
来
学
の
目
的
の
一
つ
は
、
学
生・教
員
の
交
換

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
視
野
に
入
れ
た
交
流
の
推
進
で
あ
り
、

本
学
教
員
と
の
間
で
活
発
に
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
日
の
入
学
式
で
は
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
、

「
高
等
教
育
の
国
際
化
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
に
と
っ

て
、
自
ら
の
視
野
を
広
げ
、
新
し
い
体
験
を
通
じ
て

成
長
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を

と
ら
え
て
世
界
に
貢
献
で
き
る
人
材
に
育
っ
て
欲
し

い
」
と
、
学
生
を
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
同
大
学
と
の
交
流
が
一
層
活
性
化
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ミ
コ
ラ
ス
・
ロ
メ
リ
ス
大
学
イ
ン
ガ
・
ザ
レ
ー
ニ
ェ
ー
ネ
ー

副
学
長
が
来
学

日
時
：
２
０
１
５
年
３
月
31
日
、４
月
２
日

場
所
：
城
西
国
際
大
学
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス

城西国際大学の入学式で祝辞を述べられるミコラス・ロ
メリス大学のインガ・ザレーニェーネー副学長

　

学
校
法
人
城
西
大
学
（
水
田
宗
子
理
事
長
）
は

２
０
１
４
年
11
月
７
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
東

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

鼎
談
「M

odern Poetry Event II 

大
地
の
中
に
染
み
る
音
：

女
性
と
詩
の
世
紀
を
ふ
り
か
え
っ
て
」
を
開
催

日
時
：
２
０
１
４
年
11
月
７
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
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ス
１
号
棟
ホ
ー
ル
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ウ
プ
サ
ラ

大
学
（U

ppsala U
niversity

）
と
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
日
本
に
お
け
る
女
性
学
お
よ

び
文
学
（W

om
en's Studies and Literatures in 

Sw
eden and Japan

）」
を
開
催
し
ま
し
た
。
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
本
学
か
ら
比

較
文
学
者
で
詩
人
で
あ
る
水
田
宗
子
理
事
長
は
じ
め

４
人
、
ウ
プ
サ
ラ
大
学
か
ら
ア
ン
・
オ
ー
ル
ベ
ル
ク

文
学
部
長
は
じ
め
４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
関
係
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
ヘ
レ
ナ
・
ド
ル
ノ
ウ
シ
ェ
ク
・
ゾ
ル
コ
駐
日

ス
ロ
ベ
ニ
ア
共
和
国
大
使
も
参
加
、
城
西
大
学
と
女

性
学
の
講
座
を
持
つ
城
西
国
際
大
の
教
職
員
や
学
生
・

留
学
生
の
ほ
か
、
多
く
の
研
究
者
の
皆
さ
ん
や
日
本

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
協
会
（
会
長
・
水
田
理
事
長
）
の
皆

さ
ん
ら
約
１
６
０
人
が
熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

ウ
プ
サ
ラ
大
学
は
１
４
７
７
年
に
創
設
さ
れ
た
北

欧
最
古
の
大
学
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
最
も
権
威
の

あ
る
高
等
教
育
・
研
究
機
関
の
一
つ
で
あ
り
、
15
人

の
大
学
関
係
者
（
卒
業
生
、
教
員
な
ど
）
が
ノ
ー
ベ

ル
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
植
物
学
の
父
と

さ
れ
る
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
リ
ン
ネ
が
学
ん
だ
大
学

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
10
月
、
ウ
プ
サ

ラ
大
学
の
卒
業
生
で
前
駐
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
の

ラ
ー
シ
ュ
・
ヴ
ァ
リ
エ
氏
（
退
官
後
に
城
西
国
際
大

学
の
特
任
教
授
）
の
紹
介
で
、
本
学
の
一
行
が
ウ
プ

サ
ラ
大
学
を
訪
問
し
た
こ
と
が
縁
で
、
こ
の
日
の
合

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

水
田
理
事
長
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
冒
頭
、「
光
栄

で
う
れ
し
く
思
う
の
は
、
こ
の
よ
う
に
早
く
皆
さ
ん

を
お
迎
え
で
き
た
こ
と
で
す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
日

本
の
将
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
出
発
点
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
歓
迎
の
挨
拶
を
し
ま

し
た
。
こ
の
後
、
ヴ
ァ
リ
エ
氏
も
参
加
し
て
二
つ
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
両
国
の
女
性
文
学
や
女
性
表
現
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が
先
進
国
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
な
ど

を
巡
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
発
言
や
討
論
が
あ
り
、
最
後
は

参
加
者
全
員
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
討
論
の
締
め
く
く
り
で
オ
ー
ル
ベ

ル
ク
文
学
部
長
は
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー

研
究
の
先
進
国
と
言
わ
れ
る
が
、
自
己
満
足
し
て
は

い
け
な
い
。
常
に
前
に
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
女
性
と
詩
の
世
紀

を
振
り
返
る
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
鼎
談
「M

odern 
Poetry Event II 

大
地
の
中
に
染
み
る
音
」
を
開

き
ま
し
た
。
韓
国
の
文
貞
姫
氏
と
伊
藤
比
呂
美
氏
、

水
田
宗
子
氏
の
３
人
の
著
名
な
女
性
詩
人
が
、
詩
と

の
出
会
い
か
ら
妊
娠
・
出
産
、
外
地
体
験
な
ど
に
つ

い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
６
月
７
日
に
城
西
大
学
で
開
か
れ

た
「
チ
カ
ダ
賞
受
賞
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（International Sym
posium

 Com
m

em
orating 

W
inners of the Cikada Prize

）」
に
続
く
詩
の

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
チ
カ
ダ
賞
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政

府
が
生
命
の
尊
厳
を
表
現
す
る
東
ア
ジ
ア
の
詩
人
を

対
象
に
贈
っ
て
い
る
賞
で
す
。
２
０
１
３
年
12
月
、

比
較
文
学
者
で
詩
人
で
も
あ
る
水
田
氏
が
６
人
目
、

日
本
人
で
は
３
人
目
の
受
賞
者
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
を
記
念
し
て
開
か
れ
た
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
パ

ネ
リ
ス
ト
の
一
人
と
し
て
参
加
し
た
第
５
回
受
賞
者

の
文
氏
と
水
田
理
事
長
が
再
会
を
約
束
。
両
氏
に
加

え
て
80
年
代
の
女
性
詩
ブ
ー
ム
を
リ
ー
ド
し
、
女
性

に
よ
る
詩
の
イ
メ
ー
ジ
を
革
新
し
た
伊
藤
比
呂
美
氏

も
迎
え
て
、
今
回
の
鼎
談
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

鼎
談
の
冒
頭
、
３
氏
か
ら
詩
と
の
出
会
い
な
ど
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
伊
藤
氏
は

「
詩
の
原
動
力
は
18
歳
で
経
験
し
た
摂
食
障
害
だ
っ

た
。
私
の
詩
は
社
会
に
は
向
か
わ
ず
自
分
の
体
に
向

か
っ
て
い
た
」
と
述
べ
た
の
に
続
き
、
文
氏
は
「
結

婚
し
た
ら
伝
統
と
い
う
大
き
な
怪
物
が
待
っ
て
い

た
。か
わ
い
い
詩
だ
け
で
は
不
十
分
だ
と
気
付
い
た
」

な
ど
と
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、
水
田
氏
は
「
世
代
の

違
い
は
女
性
の
表
現
を
考
え
る
点
で
興
味
深
い
。
二

人
の
話
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
衝
撃
的
」と
話
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
出
産
や
母
性
、
家
父
長
制
、
外
地
体
験

な
ど
を
テ
ー
マ
に
３
氏
の
話
が
弾
み
ま
し
た
。
会
場

で
は
詩
人
や
教
職
員
、
学
生
ら
約
１
７
０
人
が
耳
を

傾
け
、
熱
心
に
質
問
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
の
と
き
に
は
、
高
橋
睦
郎
さ

ん
が
飛
び
入
り
参
加
し
、会
場
が
大
い
に
沸
き
ま
し
た
。

　

鼎
談
の
後
、
聴
衆
も
交
え
て
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
和

や
か
に
開
か
れ
、
３
氏
に
よ
る
自
作
の
詩
の
朗
読
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
3
月
30
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学
は

創
立
50
周
年
を
記
念
し
て
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ

学
校
法
人
城
西
大
学
創
立
50
周
年
記
念
・
ウ
プ
サ
ラ
大
学
・

城
西
大
学
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

日
時
：
２
０
１
５
年
３
月
30
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

左から伊藤比呂美氏、文貞姫氏、水田宗子氏

参加者全員によるパネルディスカッション

休憩時間にはお茶会の " おもてなし "
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と
語
り
、「
本
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
日
本
文
学
と

日
本
文
化
、
そ
し
て
城
西
大
学
に
つ
い
て
多
く
の
こ

と
を
学
び
ま
し
た
」と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
を
記
念
し
て
、
一
階
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
お
い
て
は
、
美
術
館
か
ら
浮
世
絵
を

「U
kiyo-é Special Exhibithion

」
と
し
て
特
別
展

示
、
福
祉
総
合
学
部
に
よ
る
活
動
紹
介
の
展
示
が
な

さ
れ
、
ウ
プ
サ
ラ
大
学
一
行
を
は
じ
め
来
場
者
も
興

味
深
く
見
学
を
し
ま
し
た
。
休
憩
時
間
に
は
、
城
西

国
際
大
学
の
茶
道
部
に
よ
る
お
茶
の
〝
お
も
て
な

し
〟
が
あ
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
は
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
合
同
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
き
っ
か
け
に
、
ウ
プ
サ
ラ
大
学
を
は

じ
め
と
す
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
大
学
と
の
さ
ら
な
る

交
流
や
研
究
成
果
の
情
報
交
換
な
ど
一
層
の
促
進
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
講
演
で
、
ソ
ー
デ
ル
ベ
リ
教
授
は
具
体
的

な
デ
ー
タ
を
挙
げ
て
Ｅ
Ｕ
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
日
本

と
の
経
済
の
結
び
つ
き
や
日
本
の
海
外
援
助
の
特
徴

な
ど
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
城
西
大
学
と
城
西
国
際
大

学
の
教
職
員
や
学
生
、
留
学
生
ら
約
１
０
０
人
が
メ

モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

城
西
大
学
と
城
西
国
際
大
学
に
は
経
済
・
経
営
領

域
の
学
部
が
３
学
部
あ
り
、
多
く
の
学
生
と
教
員
を

有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

商
科
大
学
と
の
交
流
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
10
月
28
日
、
学
校
法
人
城
西
大

学
（
水
田
宗
子
理
事
長
）
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
商
科
大
学
（Stockholm

 School 
of Econom

ics

）
欧
州
日
本
研
究
所
長
の
マ
リ
ー
・

ソ
ー
デ
ル
ベ
リ
教
授
の
講
演
会
「
日
本
と
欧
州
の
経

済
関
係
」
を
、
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
棟

の
国
際
会
議
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
商
科
大
学
は
、
１
９
０
９
年

に
創
立
さ
れ
た
歴
史
あ
る
単
科
大
学
で
、
ノ
ー
ベ

ル
経
済
学
賞
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
研
究
機

関
と
し
て
世
界
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ソ
ー
デ

ル
ベ
リ
教
授
は
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
や
日
中

関
係
、
日
韓
関
係
を
は
じ
め
、
日
本
・
Ｅ
Ｕ
関
係

論
な
ど
幅
広
い
研
究
分
野
を
お
持
ち
で
、
中
で
も

日
本
の
海
外
援
助
政
策
に
精
通
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

欧
州
に
お
け
る
日
本
研
究
の
重
要
な
拠
点
で
あ
る

同
大
学
の
欧
州
日
本
研
究
所
長
も
お
務
め
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
演
会
は
、
同
年
10
月
５
日
か
ら
11
日
の
日

程
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
訪
問
し
た
学
校
法
人
城
西
大
学

の
一
行
が
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
商
科
大
学
に
ソ
ー
デ
ル

ベ
リ
教
授
を
訪
ね
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
実
現
し
ま
し

た
。
そ
の
際
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
欧
州
日
本
研
究
所
の
役

割
や
最
近
の
日
本
経
済
な
ど
に
つ
い
て
広
範
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
、
学
校
法
人
城
西
大
学
と
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
商
科
大
学
と
の
交
流
に
つ
い
て
継
続
的
に
話
し
合
い

を
重
ね
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

マ
リ
ー
・
ソ
ー
デ
ル
ベ
リ
教
授
に
よ
る
講
演
会

「
日
本
と
欧
州
の
経
済
関
係
」
を
開
催

日
時
：
２
０
１
４
年
10
月
28
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

講演するマリー・ソーデルベリ教授

　

２
０
１
４
年
11
月
28
日
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
瑞

日
友
好
協
会
理
事
の
カ
イ
・
レ
イ
ニ
ウ
ス
先
生
を
お

招
き
し
、
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
棟
国
際

会
議
場
に
て
、
特
別
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当

日
は
、
福
祉
総
合
学
部
の
学
生
（
３
、４
年
生
）、
大

学
院
生
、
教
員
お
よ
び
関
係
者
を
含
め
合
計
80
名
が

参
加
し
、
国
際
的
な
福
祉
の
課
題
に
つ
い
て
共
に
学

び
、
共
に
考
え
る
有
意
義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

カ
イ
・
レ
イ
ニ
ウ
ス
先
生
は
、
１
９
９
０
年
代
よ

り
「
子
ど
も
の
商
業
的
性
的
搾
取
（Com

m
ercial 

Sexual Exploitation of Children, 

Ｃ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
問

題
）」
と
い
う
、
深
刻
な
、
あ
ま
り
表
面
化
し
な
い

「
子
ど
も
の
人
権
問
題
」
の
根
絶
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

の
経
緯
や
世
界
会
議
が
開
催
さ
れ
る
ま
で
の
各
国
の

動
き
、
こ
の
問
題
の
現
状
と
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
、
わ
か
り
や
す
く
、
し
か
し
な
が
ら
熱
く
研
究
成

果
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｔ
（End Child Prostitution in 

A
sian T

ourism
, 

ア
ジ
ア
観
光
に
お
け
る
児
童
買
春

根
絶
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
で
の
活

動
や
Ｃ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
問
題
に
対
し
て
具
体
的
な
行
動
計
画

を
策
定
し
て
い
る
国
は
現
在
52
か
国
に
す
ぎ
ず
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
や
紛
争
や
貧
困
な
ど
に
よ
り
、

世
界
の
子
ど
も
た
ち
の
状
況
は
、
む
し
ろ
悪
化
し
て
い

る
と
の
先
生
の
ご
指
摘
に
、
観
光
学
部
、
環
境
学
部
、

メ
デ
ィ
ア
学
部
な
ど
を
擁
す
る
総
合
大
学
と
し
て
、

法
的
対
応
や
被
害
者
支
援
、
社
会
の
意
識
向
上
な
ど
、

学
際
的
に
取
り
組
む
必
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
交
流
特
別
講
演
会

「Non-issue

か
ら
世
界
会
議
へ〝
子
ど
も
の
商
業
的
性
的
搾
取
〟：

国
際
的
対
応
の
成
果
と
今
後
の
挑
戦
」を
開
催

日
時
：
２
０
１
４
年
11
月
28
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

講演されたカイ・レイニウス先生
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２
０
１
４
年
12
月
10
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学

（
水
田
宗
子
理
事
長
）
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

の
ホ
ー
ル
で
、
哲
学
者
・
評
論
家
の
柄
谷
行
人
氏
に

よ
る
講
演
会
「
山
人
（
や
ま
び
と
）
と
山
姥
（
や
ま

ん
ば
）」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
来
年
の
創
立
50
周
年

を
記
念
し
た
も
の
で
、
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー
が
主

催
し
城
西
国
際
大
学
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
女
性
学
研
究

所
が
共
催
し
ま
し
た
。

　

柄
谷
氏
は
文
芸
批
評
か
ら
出
発
し
な
が
ら
も
、
マ

ル
ク
ス
や
カ
ン
ト
な
ど
を
論
じ
、
そ
の
枠
に
収
ま
ら

な
い
根
源
的
思
考
を
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今

年
1
月
、「
山
人
」
を
捨
て
「
常
民
」
に
向
か
っ
た

と
さ
れ
る
柳
田
国
男
を
考
察
し
た
『
遊
動
論 

柳
田

国
男
と
山
人
』（
文
春
新
書
）
を
上
梓
さ
れ
ま
し
た
。

柄
谷
氏
が
講
演
さ
れ
る
の
は
ま
れ
で
す
が
、
か
ね
て

か
ら
表
現
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
対

談
な
ど
で
親
交
の
あ
る
水
田
理
事
長
が
柄
谷
氏
に
依

頼
し
て
講
演
会
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

柄
谷
氏
は
世
阿
弥
の
『
山
姥
』
や
馬
場
あ
き
子
氏

の
『
鬼
の
研
究
』（
ち
く
ま
文
庫
）
な
ど
を
引
き
な

が
ら
、「
山
人
は
山
地
民
や
平
地
民
と
は
違
い
、
定

住
に
関
心
が
な
い
。
柳
田
に
よ
る
と
、
い
わ
ば
天
狗

の
よ
う
な
表
徴
と
し
て
の
存
在
。
ま
た
、
山
姥
も
野

の
女
や
里
の
女
と
異
な
り
、
や
は
り
山
人
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
水
田
さ
ん
の
論
文
か
ら
学
ん
だ
」「
山

姥
は
性
差
へ
の
反
発
も
な
い
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
超
え

た
存
在
」
な
ど
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
ー
ル
は
教
職

員
や
学
生
、
一
般
の
方
々
ら
で
ほ
ぼ
満
席
と
な
り
、

柄
谷
氏
の
興
味
深
い
論
考
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

　

講
演
会
後
は
柄
谷
氏
を
囲
ん
で
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が

開
か
れ
、
和
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

柄
谷
氏
と
親
し
い
、
詩
人
で
城
西
国
際
大
学
客
員
教

授
の
吉
増
剛
造
氏
は
乾
杯
の
挨
拶
で
「
今
日
の
講
演

は
革
命
的
に
面
白
く
、
果
て
し
な
く
聴
い
て
い
た
い

内
容
だ
っ
た
。
城
西
大
学
で
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
人

の
こ
ん
な
良
い
話
が
聴
け
る
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
で

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

な
お
、
柄
谷
氏
と
水
田
理
事
長
ら
に
よ
る
共
同
討

議
「
日
本
文
化
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
〈
家
父
長
制
と
そ
の

批
判
〉
か
ら
始
め
て
」
は
『
家
父
長
制
と
ジ
ェ
ン

ダ
ー
』（
水
田
宗
子
編
・
学
校
法
人
城
西
大
学
出
版

会
、
２
０
１
４
年
２
月
刊
）
に
収
録
さ
れ
て
い
ま

す
。

学
校
法
人
城
西
大
学
50
周
年
記
念
・
柄
谷
行
人
氏
に
よ
る

講
演
会
「
山
人
と
山
姥
」
を
開
催

日
時
：
２
０
１
４
年
12
月
10
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

講演する柄谷氏

　

２
０
１
５
年
２
月
23
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学

（
水
田
宗
子
理
事
長
）
は
創
立
50
周
年
を
記
念
し
て

城
西
国
際
大
学
の
牧
野
成
一
特
任
教
授
の
特
別
講
演

会
「
日
本
語
教
育
の
新
し
い
扉
を
開
く
：
ウ
チ
と
ソ

ト
の
言
語
文
化
学
に
よ
る
日
本
語
教
育
の
再
構
築
」

を
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
棟
ホ
ー
ル
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

牧
野
教
授
は
、
イ
リ
ノ
イ
大
学
（U

niversity 
of Illinois

）
と
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
（Princeton 

U
niversity

）
で
長
ら
く
日
本
語
や
日
本
語
学
、
日

本
文
化
を
教
え
ら
れ
、
日
本
語
教
育
に
大
き
な
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
４
年
度
か
ら
は
、
城
西
国

際
大
学
の
特
任
教
授
と
し
て
、「Global College

」

の
授
業
や
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
比
較
文
化
専
攻

（
博
士
後
期
課
程
）
で
の
講
義
も
担
当
さ
れ
る
な
ど
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
教
育
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

城
西
国
際
大
学
で
は
、
多
く
の
留
学
生
が
日
本

語
を
学
ん
で
い
ま
す
。
日
本
語
教
育
の
ス
タ
ッ
フ

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
持
っ
た
日
本
語
学
習
者

に
対
応
す
る
た
め
、
海
外
提
携
大
学
の
日
本
語
担

当
教
員
と
も
互
い
に
学
び
合
い
、
教
授
法
の
工
夫

を
重
ね
て
い
ま
す
。
そ
の
日
本
語
教
育
を
向
上
さ

せ
る
一
環
と
し
て
、
今
回
の
特
別
講
演
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
で
牧
野
教
授
は
、
ア
メ
リ
カ
で
の
長

年
に
わ
た
る
豊
富
な
実
績
と
独
自
の
視
点
を
基
に

新
た
な
日
本
語
教
育
を
提
言
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
ー
ル

で
は
城
西
国
際
大
学
の
教
職
員
や
学
生
、
留
学
生
ら

１
６
０
人
が
熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

牧野成一特任教授の講演会の様子

　

参
加
し
た
学
生
か
ら
も
、「
国
際
的
な
子
ど
も
の

人
権
問
題
に
つ
い
て
の
意
識
を
あ
ら
た
め
て
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
」「
世
界
各
国
の
子
ど
も
た
ち
の
状

況
に
関
心
を
寄
せ
る
べ
き
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か

れ
、
講
演
後
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
レ
イ
ニ
ウ
ス
先

生
と
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

学
校
法
人
城
西
大
学
創
立
50
周
年
記
念

特
別
講
演
会
・
牧
野
成
一
氏
に
よ
る

「
日
本
語
教
育
の
新
し
い
扉
を
開
く
」を
開
催

日
時
：
２
０
１
５
年
２
月
23
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
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学
校
法
人
城
西
大
学
創
立
50
周
年
記
念
特
別
講
演
会
・

清
水
義
明
氏
に
よ
る
講
演
会
を
開
催

日
時
：
２
０
１
５
年
２
月
24
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

　

２
０
１
５
年
２
月
24
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学
は

創
立
50
周
年
を
記
念
し
た
特
別
講
演
会
「
伊
藤
若
冲

の
諸
作
品
と
仏
教
の
『
本
覚
思
想
』
の
主
張
」
を
東

京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
棟
で
開
催
し
ま
し
た
。

日
本
美
術
史
の
第
一
人
者
で
あ
る
米
プ
リ
ン
ス
ト
ン

大
名
誉
教
授
（
美
術
・
考
古
学
）
の
清
水
義
明
氏
に
、

江
戸
時
代
中
期
に
活
躍
し
た
絵
師
・
伊
藤
若
冲
の
諸
作

品
の
宗
教
的
側
面
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

伊
藤
若
冲
（
１
７
１
６
～
１
８
０
０
年
）
は
、
京

都
の
錦
小
路
の
青
物
問
屋
の
長
男
に
生
ま
れ
ま
し
た

が
、
40
歳
で
弟
に
家
業
を
譲
り
、
以
後
画
業
に
専
念

し
ま
し
た
。
光
琳
の
装
飾
画
風
を
取
り
入
れ
る
な
ど

し
て
独
特
の
造
形
感
覚
に
よ
る
個
性
的
な
画
風
を

生
み
だ
し
ま
し
た
。
写
実
的
な
動
植
物
の
絵
も
多
く

「
奇
想
の
画
家
」
と
し
て
知
ら
れ
ま
す
。
ま
た
「
本

覚
（
ほ
ん
が
く
）
思
想
」
と
は
、
悟
り
は
も
と
も
と

一
切
の
衆
生
に
本
来
的
に
具
有
さ
れ
て
い
る
と
の
考

え
で
、
主
に
天
台
宗
を
中
心
と
し
て
仏
教
界
全
体
に

広
ま
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。

　

国
際
会
議
場
で
開
か
れ
た
講
演
会
で
、
水
田
宗
子

理
事
長
は
「
50
周
年
を
記
念
し
た
講
演
会
で
講
演
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。
清
水
名
誉
教
授
は
ス
ラ
イ
ド
で

若
冲
の
諸
作
品
や
さ
ま
ざ
ま
涅
槃
図
を
紹
介
し
な
が

ら
「
芸
術
的
な
若
冲
の
諸
作
品
に
宗
教
的
な
意
味
合

い
が
交
差
す
る
。
そ
れ
が
若
冲
作
品
の
価
値
で
、
本

覚
思
想
に
つ
な
が
っ
て
い
く
」
な
ど
と
お
話
し
に
な

り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
城
西
大
学
、
城
西
国
際
大
学
の
教
職
員

の
ほ
か
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
受
講
者
の
皆
さ
ん
な

ど
約
１
０
０
人
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

若冲の作品を説明する清水名誉教授

　

２
０
１
５
年
３
月
27
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学

（
水
田
宗
子
理
事
長
）
は
創
立
50
周
年
を
記
念
し
て

学
校
法
人
城
西
大
学
創
立
50
周
年
記
念
特
別
講
演
会
・
ラ
ー
シ
ュ
・

ヴ
ァ
リ
エ
氏
に
よ
る
「
世
界
の
中
の
俳
句
」
を
開
催

日
時
：
２
０
１
５
年
３
月
27
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

前
駐
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
、
ラ
ー
シ
ュ
・
ヴ
ァ
リ

エ
氏
の
特
別
講
演
会
「
世
界
の
中
の
俳
句
」
を
東
京

紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
棟
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

ヴ
ァ
リ
エ
氏
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ウ
プ
サ
ラ
大

学
（U

ppsala U
niversity

）
東
洋
学
科
を
卒
業
。

駐
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
館
勤
務
時
に
京
都
大
学
文

学
部
国
史
学
科
で
学
び
ま
し
た
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

大
学
か
ら
日
本
古
代
史
の
研
究
に
よ
り
博
士
号
を
取

得
。
そ
の
後
、
駐
韓
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
を
経
て

２
０
１
１
年
か
ら
２
０
１
４
年
ま
で
駐
日
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
大
使
を
務
め
、
２
０
１
４
年
に
日
本
国
の
旭
日

大
綬
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
文
学
の
翻
訳
の

ほ
か
、
句
集
な
ど
多
数
を
出
版
さ
れ
、
退
官
後
は
城

西
国
際
大
の
特
任
教
授
に
就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
に
先
立
ち
、
日
本
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
協
会
の
会
長

を
昨
年
か
ら
務
め
る
水
田
理
事
長
は
挨
拶
で
「
日
本

と
東
ア
ジ
ア
の
文
化
を
世
界
に
広
め
て
い
た
だ
い
た
」

と
ヴ
ァ
リ
エ
氏
を
称
え
ま
し
た
。
ヴ
ァ
リ
エ
氏
は
日

本
語
で
行
わ
れ
た
こ
の
日
の
講
演
で
、
イ
ギ
リ
ス
の

文
学
者
で
日
本
文
化
研
究
者
の
レ
ジ
ナ
ル
ド
・
ホ
ー

ラ
ス
・
ブ
ラ
イ
ス
（
１
８
９
８
～
１
９
６
４
年
）
に
代

表
さ
れ
る
、
日
本
の
俳
句
や
川
柳
を
西
洋
に
紹
介
し
た

多
く
の
文
学
者
を
紹
介
し
た
う
え
で
、「
西
洋
の
詩
の

中
に
も
俳
句
の
雰
囲
気
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
」

な
ど
と
例
を
挙
げ
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
さ
ま

ざ
ま
な
西
洋
の
文
学
者
や
子
ど
も
た
ち
の
句
を
紹
介

し
、「
西
洋
の
学
校
で
も
俳
句
を
教
え
て
い
る
が
、
子

ど
も
た
ち
の
句
の
中
に
俳
諧
の
ス
ピ
リ
ッ
ツ
や
ユ
ー

モ
ア
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
に
は
両
大
学
の
教
職
員
や
国
際
俳
句
交
流

協
会
の
会
員
の
皆
さ
ん
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
受
講

者
の
皆
さ
ん
ら
約
１
０
０
人
が
参
加
。
興
味
あ
ふ
れ

る
ヴ
ァ
リ
エ
氏
の
お
話
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

な
お
、
詩
人
で
も
あ
る
水
田
理
事
長
は
２
０
１
３
年

12
月
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
よ
り
生
命
の
尊
厳
を
表
現

す
る
東
ア
ジ
ア
の
詩
人
に
贈
ら
れ
る
チ
カ
ダ
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
受
賞
を
記
念
し
て
２
０
１
４
年
６
月
、

ヴ
ァ
リ
エ
氏
や
国
際
俳
句
交
流
協
会
の
有
馬
朗
人
会
長

も
参
加
し
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
生
命
の
尊
厳
を
表

現
す
る
こ
と
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
模
様
は
『
チ

カ
ダ
賞
受
賞
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：
生
命
の
尊

厳
を
表
現
す
る
こ
と
』（
学
校
法
人
城
西
大
学
出
版
会
、

２
０
１
５
年
１
月
刊
行
）
に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

講演するラーシュ・ヴァリエ氏

　

２
０
１
５
年
２
月
10
日
に
、
学
校
法
人
城
西
大
学

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
棟
５
階
国
際
会
議

場
に
て
本
学
主
催
に
よ
る
「
第
２
回
Ｖ
４
＋
日
本 

学
生
会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
学
に
て「
第
２
回
Ｖ
４
＋
日
本 

学
生
会
議
」を
開
催

日
時
：
２
０
１
５
年
２
月
10
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
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冒
頭
、
水
田
宗
子
理
事
長
に
続
き
、
Ｖ
４
議
長
国

で
あ
る
ス
ロ
バ
キ
ア
の
ミ
ハ
イ
ル
・
コ
ッ
ト
マ
ン
駐

日
大
使
が
ご
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
、
他
の
在
日
外
国

公
館
か
ら
は
Ｅ
Ｕ
代
表
部
の
ヴ
ィ
オ
レ
ル
・
イ
ス

テ
ィ
チ
ョ
ア
イ
ア
＝
ブ
ド
ゥ
ラ
大
使
、ト
マ
ー
シ
ュ
・

ド
ゥ
プ
駐
日
チ
ェ
コ
大
使
、
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
・

セ
ル
ダ
ヘ
イ
駐
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
、
ヘ
レ
ー
ナ
・

ド
ル
ノ
ウ
シ
ェ
ク
＝
ゾ
ル
コ
駐
日
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
大

使
、
ミ
ロ
ス
ワ
フ
・
ブ
ワ
シ
ュ
チ
ャ
ッ
ク
ポ
ー
ラ
ン

ド
広
報
文
化
セ
ン
タ
ー
所
長
が
ご
出
席
く
だ
さ
り
、

そ
の
他
、
本
学
お
よ
び
本
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締

結
し
て
い
る
Ｖ
４
の
学
生
・
本
学
へ
の
留
学
生
、
教

員
、
企
業
関
係
者
ら
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
Ｖ
４
諸
国
の
本
学
の
提
携
校
で
あ
る
、
マ

サ
リ
ク
大
学
（M

asaryk University,

チ
ェ
コ
）、
エ

ト
ヴ
ェ
シ
ュ
・
ロ
ラ
ー
ン
ド
大
学
（Eötvös Loránd 

University,

ハ
ン
ガ
リ
ー
）、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
経
済
大

学
（W

arsaw
 School of Econom

ics,

ポ
ー
ラ
ン

ド
）、
コ
メ
ニ
ウ
ス
大
学
（Com

enius University in 
Bratislava,

ス
ロ
バ
キ
ア
）
か
ら
６
人
を
招
聘
し
、

全
体
と
し
て
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
多
文
化
共
生
」

と
い
う
ど
の
地
域
や
国
に
と
っ
て
も
共
通
の
テ
ー
マ
を

掲
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
第
１
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
国
を
超

え
た
地
域
の
発
展
に
と
っ
て
の
多
文
化
共
生
の
重
要

性
に
つ
い
て
、
第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
人
の
移
動
が
容

易
な
時
代
に
お
い
て
、
自
国
や
自
地
域
を
離
れ
て
生

き
る
人
た
ち
の
こ
と
ば
や
文
化
の
問
題
に
つ
い
て
、
第

３
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
問
題
に
焦
点
を
当
て
て
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
と
同
様
に
今
年
も
、
ス
ロ
バ
キ
ア
の

首
都
ブ
ラ
テ
ィ
ス
ラ
ヴ
ァ
に
本
部
を
置
き
、
４
か
国

が
共
同
で
運
営
に
あ
た
り
、
Ｖ
４
地
域
内
外
の
学
術

交
流
や
環
境
問
題
の
解
決
の
た
め
の
補
助
金
を
公
募

し
て
い
る
国
際
ヴ
ィ
シ
ェ
グ
ラ
ー
ド
基
金
（
Ｉ
Ｖ

Ｆ
）
の
助
成
金
の
公
募
に
申
請
し
、
Ｖ
４
諸
国
以
外

の
案
件
で
唯
一
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
に
参
加
し
た
本
学
の
学
生
・
院
生
は
、
多
文
化

社
会
の
典
型
で
あ
る
Ｖ
４
諸
国
の
現
状
や
問
題
点
を
聞

き
、
議
論
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
今
後
い
っ
そ
う
の
多

文
化
社
会
の
実
現
を
目
指
す
日
本
の
現
状
や
将
来
展
望

に
つ
い
て
、
考
え
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
３
月
11
日
、
学
校
法
人
城
西
大
学
東

京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
地
下
ホ
ー
ル
に
お
い
て

「
Ｖ
４
（
ヴ
ィ
シ
ェ
グ
ラ
ー
ド
４
）
＋
日
本
」
科
学

技
術
セ
ミ
ナ
ー
が
、
外
務
省
、
Ｖ
４
諸
国
、
本
学
の

共
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
欧
の
チ
ェ
コ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

ス
ロ
バ
キ
ア
の
４
か
国
は
、
各
国
間
の
友
好
と
協

力
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
枠
組
み
と
し
て

「
ヴ
ィ
シ
ェ
グ
ラ
ー
ド
・
グ
ル
ー
プ
」
を
形
成
し
て

お
り
、
グ
ル
ー
プ
の
総
称
と
し
て
「
ヴ
ィ
シ
ェ
グ

ラ
ー
ド
４
か
国
（
Ｖ
４
）」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
「
Ｖ
４
＋
日
本
」
と
し
て
、
Ｖ
４
と
の
対

話
・
協
力
を
推
進
し
て
お
り
、
外
務
省
が
経
済
、
環

境
、
開
発
協
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
等
の
ト
ピ
ッ
ク

ス
に
関
す
る
各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
学
は
、
中
期
目
標
で
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
に
向
け
た
国
際
交
流
活
動
強
化
を
掲
げ
て
世

界
の
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
と
積
極
的
に
国
際
交
流
を
深

め
る
な
か
、
特
に
中
欧
地
域
と
の
教
育
交
流
を
強
化

し
て
い
ま
す
。

　

同
セ
ミ
ナ
ー
を
本
学
が
共
催
で
行
う
の
は
今

年
で
３
回
目
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
は
Ｖ
４
議

長
国
で
あ
る
ス
ロ
バ
キ
ア
か
ら
の
提
案
で
、「
科

学
技
術
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
実
施
し
、
第
３
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
城
西
大
学
の
杉
林
副
学
長
が
、

"Global Com
m

unication and Collaboration in 

Pharm
aceutical Education and Sciences

（
薬

学
に
お
け
る
国
際
交
流
と
協
働
）"

に
つ
い
て
ご
講

演
さ
れ
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
外
務
省
を
は
じ
め
、
駐
日
Ｖ
４

各
国
大
使
館
員
、
日
本
学
術
振
興
会
、
科
学
技
術
振

興
機
構
、
本
学
関
係
者
、
学
生
、
有
識
者
、
本
学
の

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を
支
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
企

業
の
方
々
ら
、
約
１
５
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

本
学
に
て「
Ｖ
４（
ヴ
ィ
シ
ェ
グ
ラ
ー
ド
４
）＋
日
本
」

科
学
技
術
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

日
時
：
２
０
１
５
年
３
月
11
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

パネリストらによる記念写真

活発な質疑応答

セッション１
Economic Implications 
of Regional Integration: 
Contrasting Responses 
to Increased Contacts 
and Exchanges

セッション２
Individual and Group in 
an Era of Cross-Border 
Migration

セッション３
The Challenge of 
Globalization to National 
Identity

挨拶するコットマン大使
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２
０
１
４
年
12
月
１
日
に
、「
城
西
国
際
大
学
国

際
学
生
寮 

安
房
グ
ロ
ー
バ
ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
（
仮
称
）

（
以
下
、
Ａ
Ｇ
Ｖ
）」
の
起
工
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｇ
Ｖ
は
、
主
に
留
学
生
を
対
象
と
し
た
収
容
人

数
約
１
０
０
名
の
学
生
寮
で
、
建
物
で
中
庭
を
囲
む

よ
う
な
構
造
が
特
徴
と
な
っ
て
お
り
、
学
生
同
士
や

地
域
と
の
交
流
な
ど
に
資
す
る
空
間
を
設
け
て
い
ま

す
。
竣
工
は
２
０
１
５
年
７
月
を
予
定
。
同
年
９
月

の
後
期
授
業
開
始
に
あ
わ
せ
て
留
学
生
が
入
居
で
き

る
よ
う
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

Ａ
Ｇ
Ｖ
の
竣
工
に
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を

持
っ
た
観
光
人
材
育
成
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
地

域
と
の
交
流
も
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
参
り
ま
す
。

　

学
校
法
人
城
西
大
学
は
、
創
立
50
周
年
の
記
念
事

業
と
し
て
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
校
舎
の

５
号
棟
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
２
月
12
日
に
は
、
教
職
員
、
理
事
ら

国
際
学
生
寮 
安
房
グ
ロ
ー
バ
ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ（
仮
称
）の

起
工
式
を
挙
行

日
時
：
２
０
１
４
年
12
月
１
日

場
所
：
城
西
国
際
大
学
国
際
学
生
寮 

安
房
グ
ロ
ー
バ
ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ（
仮
称
）

キャンパス
機能強化

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
５
号
棟
が
オ
ー
プ
ン

日
時
：
２
０
１
５
年
２
月
12
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

キャンパス
機能強化

キ
ャ
ン
パ
ス
機
能
強
化

安房グローバルヴィレッジ起工式

表
彰

水
田
理
事
長
へ
日
本
商
工
会
議
所
よ
り
表
彰
状
を
授
与

日
時
：
２
０
１
５
年
２
月
10
日

表彰

　

水
田
宗
子
理
事
長
が
、
２
０
１
５
年
２
月
10
日
、

日
本
商
工
会
議
所
よ
り
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
　

城
西
国
際
大
学
が
、
第
１
回
か
ら
10
回
連
続
し

て
、
全
国
簿
記
高
等
学
校
競
技
大
会
の
実
施
な
ら

大
学
関
係
者
や
同
窓
生
ら
が
集
ま
り
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

水
田
宗
子
理
事
長
が
「
お
か
げ
さ
ま
で
た
く
さ
ん

の
学
生
・
院
生
が
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
ま

り
、
学
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
50
周
年
の
記
念
事

業
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
も
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
入
試
・
就
職
関
連
の
活
動
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
５
号
棟
は
、
そ
う
し
た
受
け
皿
に
な
る
と

と
も
に
同
窓
会
活
動
の
拠
点
に
も
な
る
で
し
ょ
う
」

と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
鈴
木
文
雄
・
城
西
大
学
同
窓
会
長
が
「
日

本
の
心
臓
部
と
も
い
え
る
こ
の
地
で
、
同
窓
生
に
対

す
る
情
報
の
受
信
・
発
信
し
て
い
き
た
い
。
同
窓
会

室
を
そ
の
基
地
に
し
て
活
用
し
、
大
学
の
発
展
の
た

め
に
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
ま

し
た
。

　

５
号
棟
は
、
地
下
１
階
、
地
上
５
階
建
て
で
延
べ

面
積
は
約
１
４
０
０
㎡
。
１
階
に
は
、
入
試
・
広
報

セ
ン
タ
ー
、
維
持
協
力
会
・
父
母
後
援
会
・
同
窓
会

室
が
あ
り
ま
す
。
２
階
か
ら
４
階
に
は
、
ミ
ニ
・
シ

ア
タ
ー
、
セ
ミ
ナ
ー
室
、
学
習
室
な
ど
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
５
階
は
、
海
外
姉
妹
校
か
ら
の
中
・
長

期
滞
在
者
用
の
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
を
設
け
て
あ
り
ま
す
。

　

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
２
０
０
５
年
に

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
城
西
大
学
、
城
西
短
期
大
学
の

坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
、
城
西
国
際
大
学
の
東
金
・
安
房

キ
ャ
ン
パ
ス
を
結
ん
で
い
ま
す
。
講
義
室
や
就
職
活

動
の
支
援
な
ど
学
生
へ
の
幅
広
い
支
援
の
た
め
の
施

設
を
備
え
て
い
る
ほ
か
、
教
室
、
国
際
学
術
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
、
国
際
会
議
室
な
ど
を
設
置
、
研
究
、

国
際
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
学
生
、

院
生
ら
約
２
千
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

テープカットの様子
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び
に
、
日
本
企
業
会
が
世
界
か
ら
早
期
に
導
入
を

求
め
ら
れ
て
い
る 

国
際
財
務
報
告
基
準
（IFRS: 

International Financial Reporting Standards

）

を
研
究
し
、
毎
年
、
先
進
的
な
発
表
を
行
う
な
ど
、

簿
記
会
計
分
野
に
お
い
て
広
く
貢
献
し
た
こ
と
、
加

え
て
、
日
商
簿
記
検
定
の
普
及
と
発
展
に
寄
与
し

て
き
た
こ
と
が
高
く
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
功
績
を
た
た
え
、
城
西
国
際
大
学
の
創
立
か

ら
現
在
ま
で
、
卓
越
し
た
先
見
性
と
一
貫
し
た
教
育

理
念
を
も
っ
て
陣
頭
指
揮
を
と
っ
て
来
ら
れ
て
い
る

水
田
理
事
長
に
感
謝
を
込
め
て
、
表
彰
状
を
授
与
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
学
と
し
ま
し
て
も
さ
ら
に
こ
の
分
野
に
貢
献

し
、
学
生
の
能
力
向
上
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

●周辺図

日本商工会議所より感謝状を贈呈

商工会議所とは
　商工会議所とは、民間の商工業者の自主的な意思に
より、商工業者自らが組織している団体で、歴史は古く
1599 年にフランス・マルセイユで設立されたのが起源
とされています。現在、日本では商工会議所法が規定さ
れ、日本各地に 514 の商工会議所があり、会員総数は
126万社を数えます。日本商工会議所は、それら全国
の商工会議所を統合調整し、その意見を代表する組織
です。その事業としては、各種の政策提言や中小企業
の活力強化、地域経済の活性化等多岐にわたりますが、
その中の一つとして、日商簿記検定などの検定試験に
よる産業人材の育成支援があります。


